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大分青果センターの初荷出荷式でテープカットを行い、第１便トラックの出発を祝う関係者（２面）

長
野
県
内
の
A
・コ
ー
プ
各
店
で
販
売
し
て
い

る
県
産
小
麦
1
0
0
％「
信
州
の
食
パ
ン
」

（
3
面
）

ゆめファーム全農とちぎでトマトの収穫を体験す
る参加者（3面）

長
野
県
産
小
麦
1
0
0
％
の

　「信
州
の
食
パ
ン
」 新
発
売（
長
野
県
本
部
）

みのる食堂で中国人シェフもてなし
（フードマーケット事業部・輸出対策部・
ＪＡ全農インターナショナル㈱）

ゆめファーム全農とちぎで
作業体験会開催（栃木県本部）

「JAアクセラレーター」参加7社を
決定（経営企画部）

ＪＡズームイン（ＪＡ水戸）

畜産情勢（畜産総合対策部）

3面

「徳島すだちウォーター」新発売！
（徳島県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　埼玉・暮らしのとなりが産地です
　（ＪＡ全農さいたま）

8

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

王貞治理事長が直接指導
「JA全農WCBF少年野球教室」
（広報・調査部）

2

ＪＡ・エリアを越えた青果センターが開所
コールドチェーン化で品質安定化と有利販売

（大分県本部）
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に
輸
出
し
て
い
る
米
や
、ジ
ュ
ー

ス
と
い
っ
た
加
工
品
を
実
際
に

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、商
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
日
本
米
を
手
配
し
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
中
国
で

も
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
の
店
を
出

し
た
い
な
ど
質
問
や
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
農
は
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
獲
得
、

輸
出
事
業
で
の
海
外
市
場
の
開

拓
な
ど
に
部
門
間
で
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
産
地
か
ら
集
荷
し
た

荷
物
は
最
低
12
時
間
以
上
予
冷

庫
で
冷
や
し
て
品
質
を
保
ち
、

ド
ッ
ク
シ
ェ
ル
タ
ー
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
青
果
物
を
外

気
に
触
れ
さ
せ
ず
、
温
度
を
一

定
管
理
し
た
状
態
で
卸
売
市
場

へ
出
荷
す
る
こ
と
が
可
能
な

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
を
実
現

し
ま
し
た
。同
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
発
揮
し
、
青
果
物
の
鮮
度
を

保
つ
こ
と
で
品
質
の
安
定
化
を

図
る
と
と
も
に
、
販
売
先
に
正

確
な
出
荷
情
報
を
提
供
し
、
有

利
販
売
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

　
開
所
式
で
は
大
分
県
本
部
運

営
委
員
会
の
小
川
一
男
会
長
が

「
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
セ
ン

タ
ー
の
機
能
発
揮
に
努
め
、
生

産
者
の
営
農
活
動
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

News!

News!

みのる食堂銀座三越店で、中国人シェフを国産農畜産物でもてなし

JA・エリアを越えた大分青果センターが開所

輸出部門と連携し商品の試食を勧めプレゼン

コールドチェーン化で品質安定化と有利販売

フードマーケット事業部・輸出対策部・ＪＡ全農インターナショナル㈱

大分県本部

　
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
部
は
５
月
27
日
、東
京
・
銀
座
の
み
の
る

食
堂
銀
座
三
越
店
で
、中
国
飯
店
協
会
日
本
料
理
委
員
会
の
視
察
を
受

け
、旬
の
国
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
も
て
な
し
な
が
ら
、輸
出
部
門

と
連
携
し
て
輸
出
商
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
大
分
青
果
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
働
に
あ
た
り
、6
月
3
日
に
開
所

式
・
初
荷
出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
へ
向
け
、

J
A
・
エ
リ
ア
を
越
え
た
効
率
的
な
物
流
体
制
の
構
築
に
よ
り
輸
送
コ

ス
ト
の
増ぞ
う
す
う嵩
を
抑
え
、コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ
る
品
質
の
安
定
化

と
有
利
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
日
、
全
農
直
営
飲
食
店

舗「
み
の
る
食
堂 

銀
座
三
越
店
」

を
中
国
飯
店
協
会
日
本
料
理
委

員
会
の
皆
さ
ん
約
30
人
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。中
国
全
土

で
飲
食
事
業
を
展
開
す
る
経
営

者
、シ
ェ
フ
の
方
々
に
、旬
の
国

産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で

お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
受
け
て
い
た
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
な
ど
に
関
す
る
質
問

に
答
え
る
と
と
も
に
中
国
向
け

　
大
分
青
果
セ
ン
タ
ー
は
県
内

の
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

の
役
割
を
担
い
、
同
セ
ン
タ
ー

を
中
継
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
課
題
と
さ
れ
て
き
た
効
率
的

な
物
流
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
近
年
の
物
流
業
界
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
に
よ
る
運

賃
コ
ス
ト
の
増
嵩
を
抑
え
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る

味わっていただいた新潟県産「コシヒカリ」
の釜飯と秋田県産桃豚のトンテキ

席に座った中国飯店協会日本料理委員会の皆さんに
レストランの説明、輸出商品をプレゼンする全農職員

（右側）

ドックシェルター方式を採用し、青果物の鮮度を保つコールド
チェーン化を実現
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繊
維
が
豊
富
で
味
・
香
り
が
強

い
全
粒
粉
も
配
合
し
て
い
ま

す
。

　
4
月
か
ら
長
野
県
内
の
A
・

コ
ー
プ
各
店
で
発
売
中
で
す
。

　
生
産
か
ら
消
費
者
の
手
に
届

く
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
意

欲
向
上
に
つ
な
げ
、
長
野
県
小

麦
の
品
質
向
上
、
生
産
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

News!

「信州の食パン」 A・コープ店で新発売
長野県産小麦100％ 県内3社と共同企画 長野県本部

　
長
野
県
本
部
は
、「
長
野
県
の
生
産
者
・
企
業
に
よ
る
、長
野
県
の

消
費
者
の
た
め
の
パ
ン
作
り
」を
テ
ー
マ
に
、県
内
3
社（
柄
木
田
製

粉
株
式
会
社
、
株
式
会
社
デ
リ
ク
ッ
ク
ち
く
ま
、
株
式
会
社
長
野
県

A
・
コ
ー
プ
）と
共
同
企
画
を
立
ち
上
げ
、新
商
品「
信
州
の
食
パ
ン
」

を
発
売
し
ま
し
た
。

　

原
料
の
小
麦
は
1
0
0
％

長
野
県
産
、
生
産
・
加
工
・
販

売
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
全
て
を

地
元
で
行
う
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
イ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、保
存
料
、

安
定
剤
を
使
用
せ
ず
、
柔
ら
か

さ
に
こ
だ
わ
り
、
毎
日
食
べ
て

も
飽
き
な
い
シ
ン
プ
ル
な
味
と

食
感
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
食
物

県
内
の
A
・
コ
ー
プ
各
店
で
販
売
し
て
い
る「
信
州
の
食
パ
ン
」

News!

ゆめファーム全農とちぎで作業体験会開催
一般の方にトマト生産の現場を知ってもらうために 栃木県本部

　
栃
木
県
本
部
は
5
月
23
日
、栃
木
市
に
あ
る
ト
マ
ト
実
証
栽
培
施
設

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
と
ち
ぎ
」で
農
作
業
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。県

内
に
住
む
一
般
の
方
々
が
対
象
で
、作
業
体
験
を
通
じ
て
農
業
の
現
場

を
知
っ
て
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
、働
く
場
の
一
つ
と

し
て
農
業
を
提
案
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
当
日
は
13
人
が
参
加
し
、
施

設
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
実

際
に
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
や
台

車
を
使
っ
た
高
所
作
業
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。同
施
設

職
員
が
収
穫
に
適
し
た
ト
マ
ト

の
色
や
収
穫
方
法
を
教
え
な
が

ら
、作
業
を
進
め
ま
し
た
。参
加

し
た
方
は「
初
め
て
の
経
験
で

楽
し
か
っ
た
。違
う
作
物
も
経
験

し
て
み
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、作
業
体
験
後
は
、同
施
設

で
栽
培
し
た
も
の
を
含
む
6
品

種
の
ト
マ
ト
の
食
べ
比
べ
や
、

パ
ー
ト
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
農
業
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
づ
く
り

を
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
実
証
栽
培
施
設
の
説
明
を
す
る
職
員

ト
マ
ト
の
収
穫
を
体
験
す
る
参
加
者
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現場と社会の課題を解決するイノベーションを創出する
AgVenture Labのイノベーション創出手法について

　
近
年
多
く
の
企
業
が
自
前
主

義
の
事
業
開
発
に
限
界
を
感

じ
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
テ
ス

ト
形
式
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
を
募
り
、
限
ら
れ
た
期
間
で

大
企
業
が
持
つ
ア
セ
ッ
ト
（
ビ

ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
接
点
な

ど
）
を
活
用
し
て
支
援
す
る
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も

同
様
の
取
り
組
み
に
着
手
し
、

３
月
末
の
応
募
締
め
切
り
ま
で

に
１
９
２
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

書
類
審
査
と
面
接
を
経
て
厳
選

さ
れ
た
15
社
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
か
ら
４
人
、
外
部
審
査

員
３
人
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

７
社
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
企
業
は
、
今
後

J
A
グ
ル
ー
プ
全
国
連
の
支
援

を
受
け
、
現
場
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
証
試
験
を
経
て
、
10
月

末
に
成
果
発
表
会
を
行
う
予
定

で
す
。

　
応
募
に
は
何
と
女
子
高
生

か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。
農
作
業

で
日
焼
け
し
て
シ
ミ
の
多
く

な
っ
た
お
母
さ
ん
を
見
て
、
日

本
で
は
遅
れ
て
い
る
日
焼
け
止

め
教
育
の
必
要
性
に
気
付
き
、

市
場
リ
サ
ー
チ
も
交
え
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　
大
人
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

引
け
を
と
ら
な
い
完
成
度
は
、

聴
衆
を
大
い
に
驚
か
せ
ま
し

た
。

「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」参
加
７
社
を
決
定

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
国
連
の
支
援
を
受
け

事
業
開
発
、１０
月
末
に
成
果
発
表
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
５
月
27
日
、
東
京
・
大
手
町
に「Ag 

Venture Lab

（
ア
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
）」を
開
設
し
、ス
タ
ー
ト
アッ

プ
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
新
た
な
事
業
を
創
造
す
る
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。
５
月
29
日
に
、
ス
タ
ー
ト
アッ
プ
企
業
を
支
援

す
る「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」の
最
終
審
査
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
き
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
７
社
を
決
め
ま
し
た
。      【
経
営
企
画
部
】

採択された7社

「ＪＡアクセラレーター」プログラムの最終審査コンテストが開かれたAgVenture Lab

inaho㈱のアスパラガス収穫ロボット

優
秀
賞
を
受
賞
し「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
７
社
と
、

特
別
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
瑛
加
さ
ん

㈱みらいスクールの田植え体験

　全農ではこれまで自社の研究施設や提携企業、行政機関との共同研究で商品開発や技術開発によるイノベー
ション創出を行ってきました。では、AgVenture Lab（あぐラボ）は何がこれまでと異なるのでしょうか？ 

１．    オープンである
　例えば AI（人工知能）のような先端技術のエンジニアを自前で採用して育成するには長い時間がかかります。
一方で世の中には尖ったテクノロジーを得意とする小さな企業（スタートアップ）が数多く存在します。自前主義か
ら脱却し、そうしたスタートアップ企業などに必要なテクノロジーを委ねることでイノベーションを起こそうというのが
「オープンイノベーション」です。あぐラボではその一環として、JAアクセラレータープログラムを実施しました。

２．    小さく・速く
　これまで長い時間をかけて事業計画を練り上げ、多くの人員と予算をかけて新規事業を立ち上げる方法をとって
いました。近年は企画段階で小さなプロトタイプを実際の顧客に利用してもらって検証する（失敗したらさらに改良
して再検証する）PoC（概念実証：Proof of Concept）という手法で小さく・速く開発プロセスを進める手法が
注目されています。あぐラボでもそのような手法を取り入れています。

３．    失敗を許容する
　あぐラボでは失敗を悪であるととらえるのではなく、失敗は「成功へ一歩近づいた」とポジティブに捉えることを
推奨します。小さく・速く取り組むからこそ、失敗に気づき、修正を繰り返すことでより良いイノベーションにつなが
るからです。

　これらの開発手法は「リーンスタートアップ」と呼ばれる手法を一部取り入れています。この考え方は現場におけ
る業務改善にも使える手法ですので、ぜひ試してみてください。

※参考資料：リーンスタートアップ　エリック・リース著

1

2

3

 企業名   事業内容

アクプランタ株式会社  酢酸の力で植物を環境ストレスから守る
  資材「Skeepon（スキーポン）」

株式会社アグロデザイン・スタジオ  新農薬の研究開発受託スタートアップ
  （創農薬パイプライン型） 

inaho 株式会社  農作物自動収穫ロボットの
  収穫従量課金モデル

ACMS コンソーシアム  マグロ養殖における
  革新的尾数計測システム

株式会社OsidOri  共働き夫婦向け家計管理アプリ 

株式会社おてつたび  都心の学生と人手不足に悩む農家との
  労働マッチングプラットフォーム

株式会社みらいスクール  体験学習事業「Gifte!（ギフテ）」を
  通じた親子向け農業体験プログラム

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
と
は

女
子
高
生
が

特
別
賞
を
受
賞

最
終
審
査

コ
ン
テ
ス
ト
で

７
社
を
採
択
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現場と社会の課題を解決するイノベーションを創出する
AgVenture Labのイノベーション創出手法について

　
近
年
多
く
の
企
業
が
自
前
主

義
の
事
業
開
発
に
限
界
を
感

じ
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
テ
ス

ト
形
式
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
を
募
り
、
限
ら
れ
た
期
間
で

大
企
業
が
持
つ
ア
セ
ッ
ト
（
ビ

ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
接
点
な

ど
）
を
活
用
し
て
支
援
す
る
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も

同
様
の
取
り
組
み
に
着
手
し
、

３
月
末
の
応
募
締
め
切
り
ま
で

に
１
９
２
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

書
類
審
査
と
面
接
を
経
て
厳
選

さ
れ
た
15
社
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
か
ら
４
人
、
外
部
審
査

員
３
人
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

７
社
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
企
業
は
、
今
後

J
A
グ
ル
ー
プ
全
国
連
の
支
援

を
受
け
、
現
場
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
証
試
験
を
経
て
、
10
月

末
に
成
果
発
表
会
を
行
う
予
定

で
す
。

　
応
募
に
は
何
と
女
子
高
生

か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。
農
作
業

で
日
焼
け
し
て
シ
ミ
の
多
く

な
っ
た
お
母
さ
ん
を
見
て
、
日

本
で
は
遅
れ
て
い
る
日
焼
け
止

め
教
育
の
必
要
性
に
気
付
き
、

市
場
リ
サ
ー
チ
も
交
え
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　
大
人
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

引
け
を
と
ら
な
い
完
成
度
は
、

聴
衆
を
大
い
に
驚
か
せ
ま
し

た
。

「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」参
加
７
社
を
決
定

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
国
連
の
支
援
を
受
け

事
業
開
発
、１０
月
末
に
成
果
発
表
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
５
月
27
日
、
東
京
・
大
手
町
に「Ag 

Venture Lab

（
ア
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
）」を
開
設
し
、ス
タ
ー
ト
アッ

プ
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
新
た
な
事
業
を
創
造
す
る
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。
５
月
29
日
に
、
ス
タ
ー
ト
アッ
プ
企
業
を
支
援

す
る「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」の
最
終
審
査
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
き
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
７
社
を
決
め
ま
し
た
。      【
経
営
企
画
部
】

採択された7社

「ＪＡアクセラレーター」プログラムの最終審査コンテストが開かれたAgVenture Lab

inaho㈱のアスパラガス収穫ロボット

優
秀
賞
を
受
賞
し「
Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
７
社
と
、

特
別
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
瑛
加
さ
ん

㈱みらいスクールの田植え体験

　全農ではこれまで自社の研究施設や提携企業、行政機関との共同研究で商品開発や技術開発によるイノベー
ション創出を行ってきました。では、AgVenture Lab（あぐラボ）は何がこれまでと異なるのでしょうか？ 

１．    オープンである
　例えば AI（人工知能）のような先端技術のエンジニアを自前で採用して育成するには長い時間がかかります。
一方で世の中には尖ったテクノロジーを得意とする小さな企業（スタートアップ）が数多く存在します。自前主義か
ら脱却し、そうしたスタートアップ企業などに必要なテクノロジーを委ねることでイノベーションを起こそうというのが
「オープンイノベーション」です。あぐラボではその一環として、JAアクセラレータープログラムを実施しました。

２．    小さく・速く
　これまで長い時間をかけて事業計画を練り上げ、多くの人員と予算をかけて新規事業を立ち上げる方法をとって
いました。近年は企画段階で小さなプロトタイプを実際の顧客に利用してもらって検証する（失敗したらさらに改良
して再検証する）PoC（概念実証：Proof of Concept）という手法で小さく・速く開発プロセスを進める手法が
注目されています。あぐラボでもそのような手法を取り入れています。

３．    失敗を許容する
　あぐラボでは失敗を悪であるととらえるのではなく、失敗は「成功へ一歩近づいた」とポジティブに捉えることを
推奨します。小さく・速く取り組むからこそ、失敗に気づき、修正を繰り返すことでより良いイノベーションにつなが
るからです。

　これらの開発手法は「リーンスタートアップ」と呼ばれる手法を一部取り入れています。この考え方は現場におけ
る業務改善にも使える手法ですので、ぜひ試してみてください。

※参考資料：リーンスタートアップ　エリック・リース著

1

2

3

 企業名   事業内容

アクプランタ株式会社  酢酸の力で植物を環境ストレスから守る
  資材「Skeepon（スキーポン）」

株式会社アグロデザイン・スタジオ  新農薬の研究開発受託スタートアップ
  （創農薬パイプライン型） 

inaho 株式会社  農作物自動収穫ロボットの
  収穫従量課金モデル

ACMS コンソーシアム  マグロ養殖における
  革新的尾数計測システム

株式会社OsidOri  共働き夫婦向け家計管理アプリ 

株式会社おてつたび  都心の学生と人手不足に悩む農家との
  労働マッチングプラットフォーム

株式会社みらいスクール  体験学習事業「Gifte!（ギフテ）」を
  通じた親子向け農業体験プログラム

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
と
は

女
子
高
生
が

特
別
賞
を
受
賞

最
終
審
査

コ
ン
テ
ス
ト
で

７
社
を
採
択
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商
標
登
録
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
施
、

そ
し
て
今
回
の
Ｇ
Ｉ
登
録
は
、ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
と
共
に
、そ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
部
会
員
の
帰

属
意
識
を
醸
成
さ
せ
、一
体
感
を

つ
く
り
だ
し
、組
織
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
若
い

生
産
者
が
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
責
任

を
感
じ
、さ
ら
に
自
信
や
誇
り
を

持
つ
こ
と
で
、販
売
品
の
品
質
向

上
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

ＪＡ水戸
（茨城県）

概要 平成３１年１月３１日現在

正組合員数　　　　　   １万１７０４人
准組合員数　　　         １万２３０３人
職員数　　　　　               ２３８人
販売品取扱高           ７４億２千万円
購買品取扱高　　　　  ３６億５千万円
貯金残高                １２９０億１千万円
長期共済保有高      ３９８７億７千万円
主な農畜産物   米、水菜、メロン、イチゴ、
加工バレイショ、小松菜、カンショ、ネギ

持
続
可
能
な
地
域
の
農
業
を
創
出

収
穫
作
業
軽
減
、青
果
物
ブ
ラ
ン
ド
化

茨城県

埼玉県

栃木県

千葉県

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、2
0
1
8

年
度
の
委
託
面
積
は
、72
㌃
（
導

入
生
産
者
4
人
）で
し
た
が
、19

年
度
は
2
2
5
㌃
（
同
７
人
）

に
拡
大
し
、栽
培
面
積
の
確
保
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
体
で
2
億
円（
２
０

１
８
年
度
）の
販
売
高
と
な
る
ネ

ギ
栽
培
で
は
、
露
地
物
を
は
じ

め
、
城
里
町
の
伝
統
野
菜
の
赤

ネ
ギ「
レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
」な
ど
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
戸
市
で
1
9
8
1
年
か
ら

始
ま
っ
た
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る

軟
白
ネ
ギ「
水
戸
の
柔
甘（
や
わ

ら
か
）ね
ぎ
」は
、「
よ
り
お
い
し

く
、よ
り
安
全
な
も
の
を
消
費
者

に
よ
り
、多
く
の
品
目
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
水
戸
が
取
り
組
む
自
己

改
革「
農
業
所
得
増
大
に
向
け
た

生
産
力
強
化
と
コ
ス
ト
削
減
」の

一
環
と
し
て
、加
工
用
ト
マ
ト
の

収
穫
作
業
を
外
部
委
託
し
て
い

ま
す
。ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
の
契

約
販
売
で
、収
穫
機
械
を
所
有
す

る
販
売
先
カ
ゴ
メ
の
専
属
運
送

会
社
と
契
約
し
、
収
穫
作
業
を

委
託
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り

生
産
者
の
作
業
時
間
は
お
よ
そ

10
分
の
1
に
短
縮
さ
れ
、「
高
齢

農
家
引
退
の
引
き
延
ば
し
」、「
新

規
就
農
者
の
導
入
促
進
」さ
ら
に

「
技
術
・
知
識
・
買
い
手
と
の
関

係
性
向
上
」な
ど
、持
続
可
能
な

農
業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

　
Ｊ
Ａ
水
戸
は
、水
戸
市
、大
洗

町
、
茨
城
町
、
城
里
町（
旧
常
北

町
・
旧
桂
村
）の
1
市
3
町
を
管

内
と
し
、
畑
作
、
穀
倉
、
中
山
間

な
ど
多
様
な
地
域
の
農
業
経
営

に
届
け
た
い
」と
い
う
思
い
が
評

価
さ
れ
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。「
柔
甘
ね

ぎ
」は
2
0
1
8
年
2
月
、農
林

水
産
省
が
農
林
水
産
物
や
食
品

を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
保
護

す
る「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保

護
制
度
」に
、県
内
で
3
例
目
と

し
て
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

加
工
ト
マ
ト
収
穫
の

外
部
委
託
で
労
力
軽
減
へ

「
柔
甘
ね
ぎ
」

ブ
ラ
ン
ド
強
化
で

部
会
員
の
帰
属
意
識
醸
成

作
業
委
託
に
よ
る
ト
マ
ト
収
穫

「柔甘ねぎ」の目ぞろえ

ＧＩ登録などを祝う生産者
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

和牛もちあい、交雑牛堅調

もも肉下げ基調、むね肉もちあい

豚 肉

鶏 卵

もちあいからやや上昇

需要面の好材料乏しく弱含みの展開

　5月の成牛と畜頭数は、速報値で約7万7千頭（前年
比93.4%）と前年を下回りました。
　5月の東京市場枝肉卸売価格は、速報値でA5が
2713円（前年比98.8%）、和牛去勢A4が2423円（同 
100.2%）、和牛去勢A3が2201円（同 102.5%）、交雑牛
B3が1642円（同 108.3%）、乳牛去勢B2が1058円（同
99.3%）でした。
　農畜産業振興機構が公表した6月の国内出荷予測
頭数を品種別にみると、和牛が約3万5千頭（前年比
101.6%）、交雑牛が約1万8千頭（同87.9%）、乳用種が約
2万7千頭（同 99.4%）で、全体では約8万頭(同 97.5%)
と見込んでいます。
　6月は消費が落ち込む
時期であることから、和牛
はもちあいでの推移を見
込みます。一方、交雑牛は
比較的頭数も少ないとみ
られ、引き続き堅調な相
場を維持していく見込み
です。

　5月の平均相場は、もも肉583円/ｋｇ（前月比18円下
げ）・むね肉227円/ｋｇ（同5円下げ）、正肉合計で810
円/ｋｇと前月比23円下げで前年比でも57円の下げとな
りました。もも肉は大型連休明け595円で始まり、多少
の反発はあったものの下げ基調が続き月末570円となり
ました。むね肉は、加工向けで一定の需要はあるものの、
量販店などの総菜向けや特売需要などが盛り上らず月初
231円・月末227円とほぼもちあい圏内で推移しました。
　6月は本格的な梅雨の時期となりますが、気象庁の１カ
月予想では、降水量は平年より少なく、気温は平年並みか
やや高いと予測されていることや、祝日がなく、イベント
なども少ないため消費の伸
びも期待できないと思われ
ます。もも肉は下げ基調は
変わらず月平均で565円、
むね肉については加工やサ
ラダ向けなどの需要もある
ことから、前月から引き続
きもちあい圏内の230円と
予測します。

　5月の全国と畜頭数は、速報値で約128万頭、前年比92.8%でした。
　5月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で602円/㎏（前年比97.1%、前月
比111.9%）となりました。
　最大10連休となったGW期間終了後、気温が大きく乱高下したこや疾病の影
響も相まって、５月の肉豚出荷頭数は、前年同月を下回る一段と引き締まった出荷
状況となりました。他方、需要面では、例年この時期に活発化する輸入チルドポー
ク販促のあおりを受けて、国産冷蔵豚肉の荷動きはやや低調でした。こうしたこ
とから、５月の相場は前年同月を少し下回る形となりました。
　農畜産業振興機構発表の6月出荷予測頭数は、約123万頭（前年比
96.3%）と予測しています。
　6月は季節的な出荷頭数の減少に加え、春先から地域的に再燃している
PED、また東海エリアで引き続き散
発している豚コレラなどの疾病の影
響により、出荷は前月同様、引き締ま
るものと予測します。他方、需要面で
は不安定な国際情勢により、国産豚
肉の販促を充実したり、国産豚肉へ
切り替えていく動きがあることから、
もちあいから、やや上昇するものと予
測します。

　５月の東京相場の月間平均は、Ｍサイズ基準値１７３円（前
年比＋８円）となりました。中旬から下押しの展開となりまし
たが、大型連休の影響を見込んだ生産調整や改元による特
需により、今年に入って初めて前年同月の平均相場を上回りま
した。
　大型連休明けについては、生産調整による供給量減少や改
元記念によるテーブルエッグを中心とした特売需要の影響で、
産地在庫も低位だったため、もちあいの展開が続きました。
　一方、５月中旬以降は、生産調整からの産卵復帰が本格化
したことで供給量が増加したことに加え、業務筋、テーブル
エッグともに荷動きは鈍化したことで全国的に下押しの展開
となりました。
　今後については、５月２０
日に発動した成鶏更新・空舎
延長事業の影響で供給量も
減少傾向に転じることが予測
できますが、需要面について
好材料が乏しいため、相場展
開も弱含みの展開が予測され
ます。

ブロイラー市況（もも肉・東京）
平成30年12月～令和元年5月
平成29年12月～30年5月
（単位：円／㌔）

平成30年12月～令和元年5月
平成29年12月～30年5月
（単位：円／㌔）

牛枝肉相場（東京市場・和牛去勢A-4）
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Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

休刊のお知らせ
６月24日号は休刊いたします。
次号は７月１日号です。

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　「埼玉・暮らしのとなりが産地です」ショップからご紹介するのは、５月
から販売を始めた新商品「埼玉県産小麦『ハナマンテン』使用ブランパン
セット」です。
　共立女子大学家政学部食物栄養学科の学生と共同開発を行い、商
品化が実現しました。
　埼玉県坂戸市で栽培された超強力小麦「ハナマンテン」と、本来捨て
られてしまう国産小麦の「ふすま（ブラン）」を使用しており、小麦の風　
味豊かでもちもちとした食感が楽しめるのが特長です。
　食味にもこだわっており、何度も試食を重ね完成した商品です。大学
生の思いが詰まった商品をご賞味ください。商品は冷凍でお届けします。

埼玉・暮らしのとなりが産地です（ＪＡ全農さいたま）

JAタウンは
こちらから

埼玉県産小麦「ハナマンテン」使用
ブランパンセット……3996円（クール便代込み）

爽やかな
スダチの香り

　徳島県本部は6月3日から、徳島県産
スダチ飲料「徳島すだちウォーター」の販
売を始めました。　　　     【徳島県本部】

　「徳島すだちウォーター」は、徳島県を
代表する香酸かんきつ類「スダチ」の果汁
を使用した、爽やかな清涼飲料水（500
㎖入りペットボトル）です。
　甘さは控えめで、スッキリとした口当た
りが特長ですので、これからの暑い時期
にオススメです。
　ぜひご愛飲ください！
　徳島県産スダチ飲料「徳島すだちウォー
ター」はJAタウンでご購入いただけます。

新発売の「徳島すだちウォーター」

商品の概要
商品名
内容量
荷姿
発売日

徳島すだちウォーター
500ml（ペットボトル）
500ml×24本＝1ケース
令和元（2019）年6月3日から発売

JAタウン「新鮮大好き徳島」の
「徳島すだちウォーター」はこちらから

徳島すだちウォーター
新発売

規格
•ブランブレッド 1本
•ブランバターロール 約40ｇ×8個

•ブランバンズ 約60ｇ×8個
•ブランプチロール 約20g×10個

2019 6.17 vol.888

大分青果センターの初荷出荷式でテープカットを行い、第１便トラックの出発を祝う関係者（２面）

長
野
県
内
の
A
・コ
ー
プ
各
店
で
販
売
し
て
い

る
県
産
小
麦
1
0
0
％「
信
州
の
食
パ
ン
」

（
3
面
）

ゆめファーム全農とちぎでトマトの収穫を体験す
る参加者（3面）

長
野
県
産
小
麦
1
0
0
％
の

　「信
州
の
食
パ
ン
」 新
発
売（
長
野
県
本
部
）

みのる食堂で中国人シェフもてなし
（フードマーケット事業部・輸出対策部・
ＪＡ全農インターナショナル㈱）

ゆめファーム全農とちぎで
作業体験会開催（栃木県本部）

「JAアクセラレーター」参加7社を
決定（経営企画部）

ＪＡズームイン（ＪＡ水戸）

畜産情勢（畜産総合対策部）

3面

「徳島すだちウォーター」新発売！
（徳島県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　埼玉・暮らしのとなりが産地です
　（ＪＡ全農さいたま）

8

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

王貞治理事長が直接指導
「JA全農WCBF少年野球教室」
（広報・調査部）

2

ＪＡ・エリアを越えた青果センターが開所
コールドチェーン化で品質安定化と有利販売

（大分県本部）
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2
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4-5
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